
◎農薬に関する相談や、農薬の安全性と適正使用
などに関 する講 師 派 遣 の お 問 い 合 せ は

（公社）緑の安全推進協会　TEL.03-5209-2512

正しく使って、飛散を防止！ 注意事項をきちんとチェックしましょう。

23-10 CC

飛散防止のポイント

農薬を選ぶときは、剤型や施用方法も検討しよう。
作物や対象病害虫・雑草によっては、飛散しにくい剤型や施用方法
で使用できる農薬があります。利用できないか検討してみましょう。

散布機の圧力調整やノズルの噴霧状態も調整しよう。
散布機やノズルは、散布液がボタ落ちしたり、勢いが強すぎて舞い
上がらないように適正に調整しましょう。飛散防止に役立つ器具の
利用も有効です。

作物の生育状態に合わせ、適正な散布液量に調製しよう。
薬液不足や過剰散布、残液が生じないよう、圃場面積と作物の生
育具合に合わせ必要な散布液量を調製しましょう。

※1「人の健康を損なう恐れがない量として、厚生労働大臣が定める量」（一律基準）

※2「農薬を使用する者が遵守すべき規準を定める省令」農林水産省・環境省令第5号

（農薬取締法、第25条第1項）

正しく使って、飛散を防止！ 注意事項をきちんとチェックしましょう。飛散防止のポイント
1 周辺の事前チェックと対策

正しく使って、飛散を防止！ 注意事項をきちんとチェックしましょう。正しく使って、飛散を防止！ 注意事項をきちんとチェックしましょう。
3 散布時に守ること

農薬を選ぶときは、剤型や施用方法も検討しよう。
作物や対象病害虫・雑草によっては、飛散しにくい剤型や施用方法

2 散布前の準備

事前に周辺の状況を確認。安全な散布方法を検討しよう。
飛散に気をつける箇所を確認し、散布を控えた方が良い場所や、飛
散防止対策を決めましょう。

近隣の農家に農薬散布のスケジュールについて連絡しよう。
農作業（収穫など）の予定や、使用農薬について情報交換しましょう。

周辺住民の方々にも情報提供しよう。
農薬を公園や樹木などに散布する場合には、回覧板などで事前に
通知しましょう。また囲いや立札などの準備が必要です。

風の状況を確認し、飛散の恐れがあるときは
散布作業は中止または延期しよう。
風の少ない時間帯（早朝、夕方）を選び、散布作業を行いましょう。
風の変化に注意し、状況によって散布位置を調節したり、散布を中
断するようにしましょう。

正しい散布を心がけよう。
無駄な散布を最小限に抑えることが飛散防止になります。

農薬地上散布の場合 

裏面　　　　　　 参照1対策例

裏面　　　　　　 参照2対策例

裏面　　　　　　 参照2対策例

裏面　　　　　　 参照3対策例

裏面　　　　　　 参照4対策例

裏面　　　　　　 参照3対策例

裏面　　　　　　 参照3対策例

裏面　　　　　　 参照4対策例

　農薬の散布では、散布方法や風の影響などにより、薬剤が周辺　農薬の散布では、散布方法や風の影響などにより、薬剤が周辺　農薬の散布では、散布方法や風の影響などにより、薬剤が周辺　農薬の散布では、散布方法や風の影響などにより、薬剤が周辺

に飛散する可能性があります。散布の際は、製品ラベルに表示されに飛散する可能性があります。散布の際は、製品ラベルに表示されに飛散する可能性があります。散布の際は、製品ラベルに表示され

た使用基準を守ることはもとより、近隣農地の作物等や住宅地等へた使用基準を守ることはもとより、近隣農地の作物等や住宅地等へた使用基準を守ることはもとより、近隣農地の作物等や住宅地等へ

の飛散防止の対策が大切です。

　食品衛生法で定める残留基準を超える農薬が農産物から検出さ

れた場合は、その農産物の流通が禁止されます。厚生労働省の報れた場合は、その農産物の流通が禁止されます。厚生労働省の報

告によれば、残留基準を超過する例は一律基準告によれば、残留基準を超過する例は一律基準※1の0.01 ppmを超

えたケースを含めて少数です。しかし、残留基準を超えた場合には、えたケースを含めて少数です。しかし、残留基準を超えた場合には、

販売した農作物の回収が必要になったりします。また、基準値超過販売した農作物の回収が必要になったりします。また、基準値超過販売した農作物の回収が必要になったりします。また、基準値超過

の情報が拡散されることで風評被害が発生する恐れもあります。の情報が拡散されることで風評被害が発生する恐れもあります。

　また、住宅地周辺で農薬を使用する場合は、人体やペットへの影　また、住宅地周辺で農薬を使用する場合は、人体やペットへの影

響や、洗濯物や自動車等への付着汚染の防止にも十分な配慮が

必要です。農薬使用者には、農薬を安全で適正に使用する責務が

あります※2。また、農薬使用への理解と信頼を得るためには、地域の

人 と々適切なコミュニケーションをはかることが必要です。人 と々適切なコミュニケーションをはかることが必要です。

　本冊子では、特に、地上散布での農薬の飛散防止を取り上げ、　本冊子では、特に、地上散布での農薬の飛散防止を取り上げ、

有効な対策について紹介いたしました。既に実践されている内容も有効な対策について紹介いたしました。既に実践されている内容も

あると思いますが、さらに、農薬を適正に使用する一助になれば幸い

です。

散布後も安全性や環境への配慮を忘れずに

後片付けもしっかりしよう。
●散布機・器具の洗浄
散布機やタンク、ホースは十分に洗浄しましょう。その洗浄水
等が、河川などに流入しないように適切に処理しましょう。

●空容器・空袋の処理
空容器・空袋は圃場内に放置しないようにしましょう。地域の
回収方法に従い適切に処理しましょう。

きちんと記録しよう。
農薬を使用した年月日、農薬の種類、散布方法（希釈倍数、散布
液量）とともに、飛散防止に関係する内容（風向・風速、飛散防止
対策の内容など）についても記録すると、改善の手助けとなります。

※裏面では、環境への配慮の例として、水田で農薬を使用する
場合の水管理等についても紹介しています。

きちんとした
対策が、

理解と信頼に
つながります。

風が強いと
周辺作物へ
飛散するから
注意しようね。

○曜日の朝に
農薬散布を
予定しています。

「飛散防止対策」は農薬適正使用の重要テーマ「飛散防止対策」は農薬適正使用の重要テーマ「飛散防止対策」は農薬適正使用の重要テーマ

お問い合せ先
公益社団法人

緑の安全推進協会
〒101-0047  東京都千代田区
内神田3-3-4
TEL.03-5209-2511
FAX.03-5209-2513
www.midori-kyokai.com

JCPA農薬工業会
〒103-0025  東京都中央区
日本橋茅場町2-3-6 宗和ビル4階
TEL.03-5649-7191
FAX.03-5649-7245
www.jcpa.or.jp
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環境への配慮の例

私たちペットも
気づかってね。

●●飛散の少ない剤型や施用方法の選択
飛散の心配がほとんどない施用方法もあります。飛散の心配がほとんどない施用方法もあります。

●●散布機の調整
　　　　　　　　　　 　    　　　　　　　　　　 　        ：園地の樹高・樹形に合わせノズルの
配列、種類、噴霧量を調整する。送風量はできるだけ抑える。なお、配列、種類、噴霧量を調整する。送風量はできるだけ抑える。なお、旋回
時には噴霧を止め、飛散が生じやすい箇所では手散布などで対処する。時には噴霧を止め、飛散が生じやすい箇所では手散布などで対処する。

●●飛散防止器具
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　：従来のノズルに比べ、飛散量を数分
の1以下に低減できる。の1以下に低減できる。

1対策例

●緩衝帯の設置
圃場に隣接して、薬剤が散布して困る作物や物がある場合には、圃場に隣接して、薬剤が散布して困る作物や物がある場合には、圃場に隣接して、薬剤が散布して困る作物や物がある場合には、
緩衝帯を設けて、そこには作付けしない。緩衝帯を設けて、そこには作付けしない。

●避難および覆いがけ避難および覆いがけ
周辺に薬剤が飛散して作物や物に付着するおそれがある場合には、周辺に薬剤が飛散して作物や物に付着するおそれがある場合には、周辺に薬剤が飛散して作物や物に付着するおそれがある場合には、
一時的に移動したり、シートなどで被う。一時的に移動したり、シートなどで被う。

●障壁の設置
畑の周囲や境界に、障壁となる飛散防止ネットを設置したり、畑の周囲や境界に、障壁となる飛散防止ネットを設置したり、畑の周囲や境界に、障壁となる飛散防止ネットを設置したり、
障壁作物（ソルゴーなど）を植栽する。障壁作物（ソルゴーなど）を植栽する。

3対策例

4対策例

●●近隣農家や周辺住民等ともよくコミュニケーション
事前に農薬散布の日程や飛散防止対策の内容を説明し了解を得事前に農薬散布の日程や飛散防止対策の内容を説明し了解を得
る。特に、近隣農家とはお互いの栽培状況や使用農薬などについてる。特に、近隣農家とはお互いの栽培状況や使用農薬などについて
も情報交換することが望ましい。圃場に旗を立て、収穫間近であるこも情報交換することが望ましい。圃場に旗を立て、収穫間近であるこ
とを生産者が知らせる方法もある。養蜂が行われている地域では、とを生産者が知らせる方法もある。養蜂が行われている地域では、
養蜂家に向けての情報を事前に都道府県に報告する。養蜂家に向けての情報を事前に都道府県に報告する。

●公園や住宅地で樹木などに薬剤
　散布する場合
周辺住民と、農薬散布の必要性、安全性、
飛散防止対策について十分にコミュニケー
ションを取る。

1対策例

いくつかの対策を組み合わせて、飛散を防止しましよう。

スピードスプレイヤーの場合

●畑作での例

ドリフト低減ノズルの利用

2対策例

●飛散防止に役立つ5つの正しい操作飛散防止に役立つ5つの正しい操作

1.作物にノズルを近づけ散布。（あまり距離を空けすぎない）作物にノズルを近づけ散布。（あまり距離を空けすぎない）作物にノズルを近づけ散布。（あまり距離を空けすぎない）
2.必要以上の薬液を散布しない。（地面への流れ落ちを減らす）必要以上の薬液を散布しない。（地面への流れ落ちを減らす）必要以上の薬液を散布しない。（地面への流れ落ちを減らす）
3.適正な圧力で散布。（散布液を舞い上がらせない）適正な圧力で散布。（散布液を舞い上がらせない）
4.圃場の周縁部では、外側から内向きの散布を基本に。圃場の周縁部では、外側から内向きの散布を基本に。圃場の周縁部では、外側から内向きの散布を基本に。
5.作物に散布しないときは小まめに噴霧を止める。作物に散布しないときは小まめに噴霧を止める。

希釈液を茎葉散布する場合

参考資料：「公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル」
（環境省）

飛散防止ネットの利用例
（写真提供：奈良県農業総合センター）（写真提供：奈良県農業総合センター）

飛散防止カバー飛散防止カバー飛散防止カバー

野菜セル苗灌注処理（液剤）
定植穴散布（粒剤）

●ア

●オ

●カ

●キ

●ケ
●ケ

●イ

●ウ

●エ

ノズルの配列等を調整ノズルの配列等を調整

●オ

●ク

もうじき
収穫だよ。

●ク

今は毛虫の
防除中だから
入らないでね。

●ケ

従来のノズルドリフト低減ノズル

●水田での例
育苗箱施用（粒剤）  
原液湛水散布（フロアブル剤）

「農薬散布のお知らせ」の
 回覧・掲示

農薬散布のお知らせ
日時
場所

害虫の状況
散布する農薬
安全管理責任者
作業責任者

5つの正しい散
布操作を守ろう。

飛散防止カバー
で安全に。
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付
け
し
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い
）
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蚕毒の強い農薬
の使用はさける。

●イ 覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ覆いがけ

●ウ障壁作物

公園

水田

桑園

養魚場

畑

果樹園

用水路

水稲の育苗箱

●ク収穫間近を知らせる旗収穫間近を知らせる旗収穫間近を知らせる旗

シートなど

魚毒性の強い農薬は、養
殖池や、河川、湖沼、海域
に飛散・流入の恐れがある
場所では使用しない。

乳剤等の散布液がかか
ると、塗装面に汚れが生
じる場合があるので注意！

養蜂家 散布する時は
連絡してね。
●ク

安全性に優れた薬
剤を選んでいます。

空容器・空袋は圃場
内に放置しないでね。

●エ

●水田で農薬を使用する場合 【水管理に関する注意】
製品ラベルに、「散布後７日間は落水、かけ流しをしない」
と記載のある農薬は以下のことを守る。
●薬剤処理後は７日間の止水状態を維持する。
●止水中に給水が必要な場合は、静かに入水し、水が溢れな
いように注意する。
●時々見回り、水尻、畦畔からの漏水がある場合は補修する。

●育苗箱で農薬を使用する場合
こぼれ落ちた薬剤や灌水時に薬剤を含
んだ水が、土壌に混入し、その後栽培
する作物に残留しないように、育苗箱の
下に不透性の無孔シートなどを敷く。

●カ

念のため、洗濯物
はしまいましょ。

●ク

ドリフト低減ノズルで安
全に散布しています。

●カ

農薬散布は早朝や
夕方の風が少ない
時を選ぶといいね。

●ウ飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット飛散防止ネット

●ク

●キ

　　　　　　　　　　 　   　　　　　　　　　　 　   ：飛散防止効果が高い。

●●風に対する対応
風の強いとき（風速2～3m風の強いとき（風速2～3m/秒以上）には散布せず、風向きにも注意する。

飛散防止カバーの利用


